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Abstract
Most ethnographic research on Thai village communities tends to include spatial descriptions
such as a map of the research field, the ecological environment, the arrangement of villages, and
structures of houses. However, such details about place and space are mostly only background
information for explaining the main research themes, such as kinship and social structure,
courtesy and belief, exchange and distribution.
This paper analyzes how spatial factors such as occupancy, possession and use of land, and
usage history have an effect upon the creation of social groups. It is specifically directed at market
towns along the Damnoen Saduak Canal in the coastal zone of the Chao Phraya Delta, focusing on
the Damnoen Saduak Floating Market, where merchants living in the canal town make a living
selling fruit and souvenirs. Then this article dissects the space recognitions of canals―recogni-
tions of claims to canals based upon who invested in their creation―and the ways in which they
are used.
Through this analysis I attempt to clarify two points. First, the possession and use of land in the
market town directs the way one particular canal―the Klong Ton Khem Canal, a branch of the
Damnoen Saduak Canal―is used and managed, which affects the creation of social relations in the
floating market. Second, a body of water bordering land along this canal are used as space where
merchants follow the land use rules of the market town; other parts of the canal are subjected to
new land use rules, which leads to the creation of new power relations among market members.
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ルタの扇頂とし，アユッタヤー県までの上流部 (約 50万 ha) と，そこからタイ湾に至る下流
部 (約 130万 ha) とに二分される。中部タイとも称される下流部には，バンコクや全国の約
3 分の 1 にあたる二十数県が含まれ，人口や経済，産業の集積地となっている [鶴田 2005:
176; 友杉 1975: 87-89]。
調査地は，メークローン河の河口から約 20 km の左岸地域であり，デルタ下流部のなかで
も「海岸部」 [高谷 1982] に区分される。バンコクから南西約 80 km に位置し，行政単位上
は，ラーチャブリー県ダムヌーンサドゥアック郡ダムヌーンサドゥアック自治町 (テーサバー
ン・タムボン，以下 DS自治町) である (図 1)。町の暮らしは，19世紀半ばに開削されたダ
ムヌーンサドゥアック運河 (以下，DS 運河) がなければ成り立たない。メークローン河と











チャオプラヤー河の河口から 32 kmに位置するバンコクの標高は 1.8 m で河床勾配は 2万 5千分の










2 ) 調査は，2010 年 3 月，2011 年 2〜5 月，2011 年 7 月〜2012 年 9 月，2013 年 9 月，2014 年 10 月の
約 18 カ月間で，商人の自宅に住み込み，水上市場での商実践に関わりながら，約 200 名の商人
(兼運河沿岸住民) へタイ語での聞き取りや参与観察を実施した。





























とである [Piker 1969; 水野 1974; 北原 1987]。北タイや東北タイ村落の研究でしばしば取り上
げられる仏教寺院の布施者集団も，中部タイの場合は地縁集団ではなく，住職を頂点とする有
志参加の形態をとることが多い [重冨 1996: 210]。中部タイでは，住民組織や集団形成も二者
関係を核としており，この二者は，階層間の関係というよりも個人間の関係で結ばれており，
二者の協同を成り立たせる結合要因は，相互利益の存在とそれを補うかたちで存在する感情的



























る。DS自治町の居住と生活の空間は，東西に貫通する DS 運河沿岸と南北に走る国道 325 号
線沿いに集中し，そこから伸びる水路や路地に沿って居住地が広がっていく。DS 運河と国道
の交点付近には，食品や日用品，宝飾を扱う常設の店舗が多数軒を連ね，銀行や病院が建ち並
ぶなど商業中心地を形成している。他方，そこから西へ約 1 km進んだ DS 運河沿岸は，郡役
所や自治町役所，警察署，小学校などの行政・教育施設が建ち並ぶエリアである。少し手前の
DS 運河とラット・ラーチャブリー運河 (以下，LR運河) の交点付近には，常設店舗が数軒
並び，両岸には潮州系と海南系の廟が向かい合って建立されている。国道沿いの商業地は，



























































































教寺院，東端に△4 の Ton Sai中国廟，西端に△3 の Chung Kung Pia中国廟である。このうち最
も古いものは Chung Kung Pia中国廟で，DS自治町の住民の祖先にあたる潮州系の華僑華人
によって，19世紀末に建立されたと伝えられる。水路の開削年代や，地券の発行時期が 1918
年に集中していること，タイ政府が新しい華僑移民の入国を実質上 1949 年に禁止したことか










郡の『農業統計資料』(2009 年度) によれば，DS郡におけるそれらの栽培面積は稲4)380 ha，
野菜 2,411 ha，果樹 9,817 ha，ココヤシ 3,375 ha となっている。
ラーチャブリー県は，1930 年代初頭に州制度 (モントン制) が廃止されるまで，ラーチャ
ブリー県だけでなく，サムットソンクラーム県，カーンチャナブリー県など周辺県を含む州庁
所在地で，行政都市であった。また当時，陸軍の全国 5つの軍団のうち，第 5軍団が置かれ西
側の国境防衛の要衝地であった [東亜経済調査局 1938: 130-131]。サムットソンクラーム県は
3 ) 例えば李姓の 86歳の男性は，1946 年に 19歳で広東省普寧県から単身タイに渡り，最初はDS郡内
(ラック 5) の野菜園で賃労働に従事した。その後，豚肉の販売，農薬資材の販売で財をなし，現在
は農業資材の店舗のほかに，食品を扱うミニマートを 2店所有し経営は息子たちに任せている。
1972 年に，LR運河沿いに家を建てた (2013 年 9 月 20日，筆者聞き取り調査)。また，周姓の 69
歳の女性は，2世にあたるが，父親は 17歳 (1936 年頃) で中国南部汕頭から夫婦 (この女性の母
親) で来てその後，LR運河沿いの阿片吸引所で働いていた。この女性は，現在も，吸引所として
使われていた建物に暮らしている (2013 年 8 月 28日，筆者聞き取り調査)。
4 ) デルタ海岸帯は通年湿性地であり，稲作は移植稲が主体である [高谷 1982: 129]。
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メークローン河の河口から 5 kmほど上流の左岸に開かれた港湾，商業都市で，1908 年にメー
クローン線が全線開通して以来，海・河・陸を繋ぐ交易地として繁栄してきた。ラーマ 1世の
王妃の出身地，2世の生誕地として王室との結びつきが強く，高級官僚を数多く輩出してきた
地でもある [Monthon Ratchaburi 1925: 90-92]。
DS郡 DS自治町は，このような特徴を有するラーチャブリー県，サムットソンクラーム県そ
れぞれの県庁所在地のちょうど間に位置する。メークローン河の河口から約 20 km 上流に進
むと，東岸に DS 運河が現れ，その河口を約 4 km 東に進むと沿岸に DS自治町の郡役所や集
落が建ち並ぶ。DS自治町の中心には東西方向のDS運河と交差して，LR運河が北に延びてい
る。DS 運河は，メークローン河とターチーン河を結ぶ全長 35 km，幅 20〜30 m の直線運河
である。曲流して航行困難な既存運河に代わって，メークローン河流域の華僑華人が営むプラ
ンテーションの産物をバンコクまで安全かつ効率的に運搬することを目的 [Pallegoix [1854]
2000: 98; Smyth 1898; Bacon 1892] に，ラーマ 4世時 1866 年に着工，ラーマ 5世時 1868 年に
開削された5) [Prakhru Siriwanwiwat 1987: 7-8]。LR運河は，県庁所在地までの航行距離・時






は開削から 30 年を経た 1890 年代でさえ，放棄地や未開地がみられた [Damrongrachanuphap
[1899]1972: 26]。それとは対照をなすのが運河内で，人や物資の活発な往来があったことが
うかがえる。1897 年には沿岸の中国系住民 (福建系) の代表者が，自ら出資して DS 運河と
パーシーチャルーン運河のシルト除去作業の許認可を農業省に求めている｡6) その理由が，洪
水の危険と舟運機能の低下であった。また 1902 年 7 月に農業省が実施したパーシーチャルー
ン運河の交通量調査によれば，7日間で 9,851隻の船が往来し，その数の多さから巨額な工事
費を通行料により返済するという案が出され，後に実行されている｡7) 1903〜09 年にオランダ
5 ) 王の在位はラーマ 4世モンクット王 (在位 1851〜68)，ラーマ 5世チュラーロンコーン王 (在位
1868〜1910) である。ラーマ 3世チェーサダーボーディン王 (1824〜51) 期までには，すでにバン
コク以西の交通運搬路として，マハーチャイ運河 (1645 年着工，1722 年完成) とスナックホン運
河 (1829 年完成) が存在していたが，乾季には利用が困難になる，海水遡上の影響を受けやすいな
どの問題が多かった [高谷 1982: 228-229]。
6 ) [NAM. R 5 Kho So/10. “Ruang Cin Hokhongwan Kho Anuyat Som Khlong Phasi Charoen Damnoen
Saduak. 1893/03/21”]
7 ) [NA M. R 5 Kho So/11. “Kho Dechaphalo Ongthulisabat Pokklao Kramom. 1902/10/08”]
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人技師ハイデの指揮下で主要運河の浚渫，閘門建設が実施され，DS 運河でも 1903〜04 年に
浚渫作業が，8) 1909 年に閘門建設が完了した [Brummelhuis 2007: 241]。
運河沿岸や，内陸部の開拓が進んだ背景には，こうした閘門の建設や支線運河の開削があっ
た。DS運河開削時に約 3 m あった水深は，閘門建設直前の乾季には，水深が 60〜70 cm にな
るまで土砂が堆積し，通行が不可能となる時期もあった｡9) 閘門の完成により水位の調整と貯
水機能が向上し，生活用水や農業用水の確保が可能となった。支線運河の開削時期の特定は難












DS自治町は，区 (タムボン) レベルの自治体である。自治町 (テーサバーン・タムボン)
の認定には，郡庁所在地の区村であること，人口 1万人未満という条件を満たす必要がある。
DS自治町の場合は，DS区の全 10 カ所の行政村 (表 1) と近隣区の一部の行政村が含まれて




の直接選挙で選出された自治町長を筆頭に，8 つの部署 36 人の職員から構成される。かれら
は，郡役所と分担して交通・運輸や建物の管理，教育や公衆衛生といった住民の生活に密着し
た業務を担当する。ただし，DS自治町では，自治町への昇格の経緯が他地域と異なるために，
8 ) [RKB Prakat Krasuang Kasetrathikan “Ruang Bit Tamnop Khlong Damnoen Saduak Phua Som.Vol.
20. 122 (1903) /02/14. p. 787”]; [RKB Kot Senabadi Krasuang Kasetrathikan “Pen Kho Bankhap
samrap Khlong Damnoen Saduak. Vol. 21. 123(1904)/05/22. p. 94”]
9 ) [NA M. R 5 Kho So/11. “Raigang Khlong Phasicharoeng lae Klong Damnoen Saduak. 1902/10/08”]
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10) [RKB Prakat Krasuang Mahathai “Ruang Cat Tan Sukhaphiban Damnoen Saduak Amphoe
Damnoen Saduak Canwat Ratchaburi. Vol. 72. 74 (1955) /09/17. p. 108”]
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表 1 行政村別の世帯数と運河・用水路の本数 (2009 年)
行政村 行政村名 運河・用水路本数 総面積 (ライ) 世帯数 (戸) 総世帯比 (%)
第 1 Damnoen Saduak 3 327 207 8.42
第 2 Ko Phai 5 598 120 4.88
第 3 Ta Ho 2 433 78 3.17
第 4 Che Tua 1 411 191 7.77
第 5 Talat Nam 2 247 89 3.62
第 6 Lat Ratchaburi 4 413 109 4.43
第 7 Nong Kaeo 5 484 285 11.6
第 8 Sala Ha Hong 5 503 662 26.9
第 9 Ton Khem 6 282 485 19.7
第 10 Ton Tan 2 408 230 9.36









DS 運河は 3県 (サムットサーコーン県，ラーチャブリー県，サムットソンクラーム県) に跨っ
ており，全長 35 kmの運河を東から西方向へ 4 km間隔，8区画 (lak) に分ける見方が存在す
る。DS自治町が位置するのは 7番目のラックで，DS自治町は別名ラック 7 と呼ばれる｡11)
ラックは，農業省灌漑局が DS 運河開削の作業進行の目安として定めたもので，運河沿いの
集落の形成当初から存在すると考えられる [Prakhru Siriwanwiwat 1987: 4-7; Banyaisarup






径 1 km の範域がタラート (talat: 市場集落)，北上するとスアン (suan: 菜園)，さらにドーン






年 5 月 12日)
｢LR運河のスン寺12)を過ぎたあたりから，コン・スアン (khon suan: 菜園の人) が住んで
11) 運河沿岸には，ラックの境界を示すラック・ヒン (lak hin: 石の柱) が 1〜8 まで建立されている。
12) 図 2中の②の寺院がスン寺である。
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いる。彼らは野菜や果物を積んだ舟を漕いで，タラートまで売りに来るよ。昔 (50 年ほ
ど前) は，LR運河でタラート・ナーム (talat nam: 水上市場) が開かれていた。当時は，
水上市場ではなくナット (nat: 定期市) と呼んでいたけれど。その頃は，今以上に多くの
商人で LR運河は埋め尽くされて，舟を漕ぐのも一苦労だった」(Ju，男性，69歳，市場
町在住・DS区第 5 村，2012 年 5 月 3日)
｢(北の方角を指さして) あっちはドーンと呼ばれている。チャオ・ナー (chao na: 稲作従
事者) が多い。私たちコン・タラート (khon talat: 市場町の人) は，彼らをバーン・ノー
ク (ban nok: 田舎者) とみなすところがある」(Jim，女性，60代，市場町在住・DS区第
7 村，2014 年 10 月 7日)
実際，これらの地域を訪れると，タラートには家屋や商店舗が立ち並び，水上市場が開かれ
る賑やかな空間である。DS 運河流域には，市場集落が複数形成されている。目安としては，
































ン・ペーンディン (satharana sombat khong phaeng din: 国家の公共財産) であり，交通面は交
通省港湾局が，灌漑面については官有灌漑の場合は農業共同省灌漑局が，人民灌漑の場合は内
務省地方当局下の郡長が管轄する｡13) タイの法律内では，水路 (thang nam)，運河 (khlong)，








13) 灌漑水路は開削者や規模によって管理主体が異なり，人民が開削した人民灌漑 (chonprathan rasa-
don) は郡長，官有灌漑 (chonprathan luang) は農業協同省灌漑局である。











分・堰普請を中心とする一連の用水慣行が堅持されている [田辺 1977: 737-743]。また，日本
の事例では，井堰を経ずに，水路からポンプで直接取水することは，最も厳しく非難される禁
止行為とされてきた地域もある [山本 2003: 191]。
これに対し，DS自治町周辺では，井堰は設けられておらず，動力ポンプを用いて水路から
土堤で囲まれたロン・スアン (rong suan: 田圃) に直接取水される (写真 1，2)。また，水路




(男性) と賃金を受け取る請負 (rap mao) の形態があり，2012 年の 1日の賃金は男性 1 人あ
たり 300バーツ (1バーツ≒3円)，作業量の目安は 40ワー14) (80 m) の水路 2 本分であった。
このように，個人で水路を管理する背景には，山間地と異なり土地の高低差がほとんどなく，
流速も緩やかであるため井堰が必要とされなかったこと，1900 年代初頭の浚渫事業や閘門建
設，第 2次世界大戦後のメークローン河上流のダム建設 [Krom Chonprathan 1970: 11] など




出所：筆者撮影 2014 年 10 月
写真 1 園地の様子










DS自治町の商業中心地のうち，本稿で焦点をあてるのは DS 運河と LR運河の交点付近で















ていることが報告されている [Suphadet sakluang (University of Ratchaphat Canthonkasem, Thai
Journalist Association)「用水路の埋め立てが招く，2017 年メークローン洪水のシナリオ」2013 年
8 月 29日掲載 http: //www.tja.or.th/cyberreporter/detail.php?content=1346 (2015 年 10 月 8日最
終閲覧)]。
16) 集約的なプランテーションは，スワンカローク県，サラブリー県，ナコーンナーヨック県にあった
[Ministry of Commerce and Communications 1930: 226-227]。
17) 中国出身の父親が，タマネギの卸売商人であった Ju氏 (女性，73歳) への聞き取り調査 (2012 年
5 月 3日)。
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DS 運河とパーシーチャルーン運河における交通省の交通輸送量調査 (1963 年 10 月〜1964
年 10 月実施) によれば，両運河を通過する船は 1963 年 11 月には 1日あたり 500隻，1964 年
3〜5 月は 1日あたり 2,000隻を数えた [Nelson 1967: 51]。当時，ニンニク類は以前同様サム
ペン地区，生鮮野菜はチャオプラヤー河に出る手前のバーンケー市場，チャオプラヤー河東岸
のパーククローン市場，都内のシーイェークマハーナーク市場が販売先であった｡19)1970 年代








換または貨幣との交換が行われた [明石・関 1942: 122-124]。これは，終日ではなく朝の一定
時間に河川また運河上で開かれ，ここでの商売を専業とする者はほとんどいなかった [同所]
という。第 2次世界大戦以前のDS水上市場の資料は残念ながら残されていないものの，1950
年頃に撮影された写真がある (写真 3)。それをみるとゴープ (gop) と呼ばれる帽子を被り，
園地の作業着姿の売り手，舟内にはニンニクやパパイヤなどが映し出されている。買い手も舟
を漕いで市場を訪れ運河上で取引するか，沿岸の歩道や地先に設置された階段付近で取引した。
DS自治町周辺には，1980 年代頃まで，ラック 5，ラック 8，バーン・ノーイの定期市といっ
た複数の水上市場が存在した。生産者による農産物市場の側面は，2000 年以降，路上や空き
地，寺院で開催されるようになった定期市に引き継がれている｡21)
近隣の水上市場が失われるなかで DS 水上市場が今日まで維持されているのは，1960 年代
に観光地として注目されたことが大きい。バンコク周辺の運河環境の変化や水上市場の常設化
18) SYKS [1932/33-1936/37]参照。
19) タマネギやニンニクの卸売・小売に携わってきた Ju氏 (女性，73歳)，マンゴーやトウガラシの栽
培に携わっていた生産者 Tim氏 (女性，50代後半)，バナナ園を経営し，1970〜77 年の間香港へ
輸出していた Ti氏 (男性，79歳) への聞き取り調査 (順に 2012 年 5 月 3日，6日，21日の聞き
取り調査)。
20) 1972 年にサムットソンクラーム県−DS郡間に国道 325 号線が開通，1973 年にはバンコクから西方
向に延びる国道 35 号線 (バンコクトンブリー区−ラーチャブリー県パーク・トー郡間) が開通し
た。市場町で父親がニンニクの卸売商人をしていた Somsak氏 (男性，50代) によれば，1979 年
の時点では船でバンコクに行くことはなかった (2014 年 10 月 14日)。同様の話は，Ti氏 (男性，
79歳) からも聞かれた (2012 年 5 月 21日)。







22-23; 1975: 11]。1970 年代半ばにトンケム運河
内に最初の船着場が作られ，遊覧船サービスや土
産物販売が始まると，商人も客の集まるトンケム
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写真 3 市場町住民によって撮影された 1950
年頃のDS水上市場
出所：林廣潮氏撮影





開かれる「トンケム運河」がある。幅 15 m，全長 300 m，沿岸に幅約 2 m の歩道が通る運河
で，両岸を含む約 300 m×300 m の範域が，DS 水上市場と呼ばれる。衛生区第一道路を通っ
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者商人 36店 (33%)，仕入れ商人 73店 (67%) である。商人の分類と販売場所には相関関係
がみられ，生産者商人全員が運河内の行商，仕入れ商人のうち青果物店 19店が運河内の特定
場所，他の仕入れ商人は数名の行商を除いて沿岸の特定場所で商いをしている。
商人の居住地は，DS 郡内が 104 人 (95%) を占め，下位レベルでは DS 自治町が 58 人
(56%)，DS自治町周辺 6区 (45 人，41%) がそれに続く。自治町内でも第 7 村とトンケム運
河がある第 9 村が多数を占める。居住地と販売場所が近接しており，親族や隣人が市場で並ん
で商うことも少なくない。中心的な商い手の年齢層としては，40代から 70代まで偏りなく分
布し，最年少が 19歳，22) 最高齢が 79歳である。就業年数は 1〜5 年 (13 人，12%) が最も多
く，46〜50 年 (11 人，10%)，26〜30 年 (11 人，10%) が続く。
水上市場の商業活動の収益については役所でも把握しておらず，徴税の対象となるため商人
が申告することもない。ここでは筆者が商人宅を訪ね継続的に販売記録をつけることで可能と
なった 2 人の事例を示す。仕入れ商人 Nit氏 (青果物，運河内の特定の場所) と仕入れ商人
Na氏 (土産物，沿岸陸地の特定の場所) の約 1 カ月間の粗利益 (売り上げから仕入れ額を引
いた額) をみると，青果物商は 9,901バーツ，土産物商は 32,915バーツであった｡23) 特に後者
は，労働時間も青果物商の約半分の 4時間/日と短く，賃金ベースでみれば公的部門学士卒の













表 2 に示したように，トンケム運河では 1977 年頃から 1997 年の 20 年間で船着場開設が進
22) 従業員には 10代半ばも含まれるが本稿では店舗の経営者を対象としている。
23) 1バーツは 3円で換算する。青果物商については，2013 年 8 月 29日〜9 月 26日 (29日間) に，土




る｡25) 6 人のうち 5 人はトンケム運河沿いの出身者かつ居住者であり，沿岸の土地 (民有地)
の所有者でもある。親の代までは，金製品の販売や精米所の経営，広大な土地を所有し果樹園
を経営するなど，市場集落の中でも富裕層である。かれらは両岸を 6つに分け，舟が接岸でき
る船着場 (tha rua) を整備し，遊覧船サービス業と商区画の賃貸という 2つの事業を行う｡26)











コーン (cao khong)，あるいは華僑の「頭家」，商店主を意味するタオ・ゲー (thao ke) と呼
ばれる。経営者と舟子，経営者と商人，舟子と商人の関係を整理しておく。経営者は，自らの
24) DS区にはこうした船着場が全部で 23 カ所存在するが，市場中心部に初期から存在するのがこの 6
カ所で，本稿でもこの 6カ所に注目する。
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1 Peo 10 1977 年頃 果樹園 10 15 5 20
2 Pe 10 1977 年頃 果樹園 23 121 なし 121
3 B 2 1976 年頃 果樹園 15 50 3 53
4 P 4 1980 年代半ば
青果物
卸売市場
なし 59 10 69
5 Y 6.5 1989 年 宅地，果樹園 8 61 1 62
6 U 2 1997 年 宅地 22 38 なし 38















































目，青果物商，女性，41歳) と仕入れ商人 Pui氏 (2隻目，乾物商，女性，70代) を事例に，
29日間 (2013 年 8 月 29日〜9 月 26日) の記録を示したのが表 3 である。左の欄が 2隻目の
舟から水辺の舟に，右の欄は反対に水辺から 2隻目の舟に与えられたモノを示す。
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3袋 (60B) 9/1 (日) グァバ 2個 (15B)
9/3 (火)





9/14 (土) グァバ 2㎏ (70B)





9/8 (日) 惣菜 (スープ，卵焼き) 3袋 (60B) 9/21 (土) グァバ 2個 (15B)
9/10 (火) 惣菜 (スープ，麺の炒め物) 40B 9/22 (日) グァバ 3㎏ (100B)
9/12 (木) 惣菜 (スープ，焼き鶏) 60B 9/26 (木) スターフルーツ 4個 (50B)
9/15 (日) 惣菜 (苦瓜と骨付豚肉の煮物) 2袋 (60B)




お菓子 (月餅) 1個 (20B)
9/21 (土) 惣菜 (魚) 1袋 (20B)

















には客の斡旋に関して決まりがある。商人から舟子へのカー・ナーム (kha nam: お水代) の
分配である。乗客がある店で商品を購入した場合に，その店の商人は売値の 20%をお水代と
して舟子に分け与えるものである。例えば売値 100バーツの場合は 20バーツを，500バーツ
の場合は 100バーツを舟子に渡す｡28) 日当 80〜100バーツという低賃金で働く舟子にとって，
お水代は主要な収入源である。舟子 Pa 氏 (47 歳，女性) の 19 日間 (2013 年 9 月 7 日〜25









































29) アカネ科の花で学名は，Ixora chinensis lamk。和名はサンタンカで小さな花が 20〜30個集まって
半球状に咲く散房花序が特徴である。







ていた私的な (pen ekachon) 運河なのよ。だから，自治町の管理下にないの。郡役所の
管理下でもない。(トンケム運河で自治町のゴミ収集船を見た，という筆者の発言に対し)
本当は，大きい運河 (DS 運河) と違って，トンケム運河には自治町がゴミ収集船を走ら
せる義務もないのだけれど。今の自治町長の自宅がトンケム運河沿いにあって，ゴミが浮
いているのをみつけると公衆衛生課に電話してくるの。だからそれを受けたときだけゴミ




























いる。沿岸から水路内に向かって順に，リム・ナーム (rim nam: 水辺)，ルア・ティー・ソー

















































































空間が，1960 年代後半以降の DS 水上市場の遊興地化や，商業活動を通して，多くの人びと































として取り込もうとする努力が人類学のなかで起こっている [森田 2003: 182; 2012]。
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